
執
行
体
制
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
職
員
定
数

を
67
人
削
減
し
ま
す
。
八
潮
団
地
開
設
以
来
の

内
部
努
力
に
よ
る
職
員
の
延
べ
削
減
数
は
１
６

０
５
人
と
な
り
ま
す
。

以
上
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比

3.8
％
増
の
１
３
４
１
億
円
余
と
な
り
、
１
３
０

０
億
円
台
を
超
え
た
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

都
区
財
政
調
整
に
関
す
る
役
割
分
担
の
あ
り

方
と
財
源
配
分
に
つ
い
て
は
、
財
政
自
主
権
の

確
立
な
く
し
て
基
礎
自
治
体
の
真
の
独
立
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、「
都
区
財
政
調
整

に
関
す
る
主
要
五
課
題
」
の
解
決
に
向
け
て
、

重
大
な
決
意
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
ま
す
。
地
域
防
災
無

線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
る
災
害
時
の

情
報
収
集
・
発
信
機
能
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

学
校
避
難
所
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
不
燃
化
や
避
難
路
・
広
場
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
地
域
全
体
の
防
災
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
組
織
力
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
民
間
事
業
所
な
ど
と
の
協

力
体
制
の
強
化
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

な
ど
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
備

え
も
重
要
で
す
。

近
年
、「
都
市
型
観
光
」
が
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
区
に
は
、
歴
史
と
文
化
に
由
来
す
る

ま
ち
や
運
河
沿
い
の
水
辺
の
空
間
、
生
活
に
便

利
な
商
店
街
な
ど
個
性
と
特
色
あ
る
街
並
み
が

多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
眠
っ
て
い
る
資
源
に

目
を
向
け
、
地
域
の
多
く
の
人
々
が
協
力
し
て

愛
着
と
誇
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

積
極
的
な
施
策
を
進
め
て
い
く
に
は
、
行
財

政
改
革
の
不
断
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

18
年
度
は
、
土
木
事
務
所
を
全
廃
し
、
道

路
・
公
園
の
維
持
管
理
を
民
間
に
委
託
す
る
ほ

か
、
事
務
処
理
の
電
子
化
、
学
校
給
食
調
理
の

子
ど
も
が
元
気
に
育
ち
、

み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
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日曜臨時窓口を
開設します………33.11し な が わ第1585号

広報

平成18年第1回区議会定例会で
施政方針を表明する 橋久二区長

こ
の
課
題
は
平
成
12
年
の
都
区
制
度
改
革
時

の
積
み
残
し
で
、17
年
度
中
の
解
決
に
向
け
て
、

具
体
的
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
都
の
最
終

提
案
は
「
税
収
が
伸
び
て
い
る
か
ら
現
行
配
分

の
中
で
対
応
で
き
る
。
18
年
度
に
限
っ
て
２
０

０
億
円
を
交
付
す
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
間
、
23
区
へ
の
財
源
は
配
分
割
合
の
引

き
上
げ
で
解
決
す
べ
き
問
題
だ
と
し
て
、
厳
し

い
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
主

要
五
課
題
は
、
過
去
の
清
算
に
つ
い
て
は
２
０

０
億
円
で
決
着
し
、
将
来
に
つ
い
て
は
都
区
事

務
分
担
の
明
確
化
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
、
三

位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
２
％
ア
ッ
プ
の
ほ
か

更
に
努
力
す
る
と
い
う
内
容
で
合
意
し
ま
し
た
。

合
意
内
容
に
つ
い
て
不
満
は
残
り
ま
す
が
、

や
む
を
得
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
右
の
コ
メ
ン
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、

積
極
的
な
施
策
展
開
を

主
要
五
課
題
の
合
意

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

新
し
い
学
校
教
育
の
展
開
と
し
て
、
小
中
一

貫
教
育
を
す
べ
て
の
区
立
学
校
で
開
始
し
ま

す
。
区
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
学
校
選
択
制
な

ど
「
教
育
改
革
プ
ラ
ン
21
」
を
推
進
し
、
学
校

経
営
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
基
に
、
子
ど
も

の
基
礎
学
力
の
定
着
と
個
性
を
伸
ば
す
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
４
月
に
大
崎
地
区
に
「
日
野
学
園
」
を
、

19
年
に
２
校
目
を
大
井
地
区
に
開
校
し
、
区
内

６
地
区
で
計
画
的
に
展
開
し
ま
す
。

少
子
化
対
策
で
は
、
区
民
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
、
喜
び
を
感
じ
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
を

望
む
夫
婦
か
ら
子
ど
も
が
18
歳
に
な
る
ま
で
、

す
べ
て
の
家
庭
と
子
ど
も
を
対
象
に
、
健
や
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

昨
年
の
千
葉
県
北
西
部
地
震
で
は
交
通
機
関

の
ま
ひ
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
や
高
層
ビ
ル
で
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
閉
じ
込
め
な
ど
新
た
な
都

市
型
災
害
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
国
や
都
の
被
害
想
定
に
対
応
し
、
品
川
区

平
成
18
年
度
は
、
品
川
区
が
区
政
60
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
昭
和
22
年
に
品
川
区

が
誕
生
、
戦
後
の
復
興
を
行
い
都
市
基
盤
を
整

備
し
度
重
な
る
自
治
制
度
の
改
革
を
経
て
基
礎

的
な
自
治
体
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

18
年
度
は
、
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
「
未
来

へ
つ
な
ぐ
」、
み
ん
な
が
安
心
で
き
る
「
未
来

を
つ
く
る
」
こ
と
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、
区

政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

今
、
世
界
で
は
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
継
続
問

題
を
め
ぐ
り
欧
米
諸
国
が
緊
張
し
た
状
況
に
あ

り
、非
核
平
和
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
に
お
け
る
地
震
や
台
風
の
被
害
も
頻
発

し
て
お
り
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
と
災

害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

て
い
ま
す
。

国
内
経
済
で
は
、
民
間
需
要
中
心
の
緩
や
か

な
回
復
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
三
位

一
体
改
革
や
医
療
制
度
改
革
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
自
治
体
に
は
厳
し
い
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
東
京

都
で
は
財
政
健
全
化
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編

成
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
制
度
の
見
直
し
な
ど

に
よ
る
区
財
政
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に

こ
た
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

財
政
基
盤
を
活
用
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

施
策
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
18
年
度
は
基
本
方
針
と
し
て
次
の

三
項
目
を
掲
げ
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

第三次長期基本計画
の七つの品川プラン
に沿って重点的に取
り組んでいきます
………………2・3

本日の都区協議会において、平成18年度都区財政
調整等に関して都区が合意いたしました。この中で
かねて懸案であった都区財政調整「主要五課題」に
ついても整理を行いました。
「主要五課題」は、都区の財源配分にかかわる問
題として、平成12年の都区制度改革時の積み残しと
なっていたものです。
23区は、平成15年以来、2年有余にわたり、都と
の間で具体的な協議を行ってきました。しかし、都
区間の主張の隔たりは大きく、事務的な調整で合意
を見出すことが困難な事態となった昨秋以降、区長
会の会長である私と2人の副会長が23区を代表し、
東京都の副知事との間で厳しい折衝を続けてまいり
ました。
こうした経緯を経て、去る1月16日の区長会にお
いて、都から回答があったわけですが、これまでの
協議の経緯からしても、区側の考え方とは大きく隔
たる内容であり、受け入れできない旨回答し、一時
は決裂の状態となりました。
しかし、その後、再度折衝の機会を持つことがで
き、今後の協議で財源配分に関する整理が図られる
までの間の暫定的な配分率については、三位一体改
革の影響を踏まえて、平成19年度に都区が合意でき
るよう努力することで、協議のとりまとめを行うこ

ととなったものです。
区側としては、平成19年度からは、少なくとも配
分率が55％になるものと受け止めております。
今回の合意によって、過去の問題としての「五課
題」は終了することになりますが、個々の課題その
ものが解決されたわけではなく、今後に課題を残す
こととなりました。
これまでの協議の経緯に照らして、このような整
理とならざるを得なかったことは不満であります
が、今回の協議を通じて、都区の認識の隔たりが極
めて大きいことが浮き彫りになったことから、都区
のあり方について、あらためて議論を行う必要があ
り、その議論の中で、課題の解決をめざすしかない
と判断したものであります。
いずれにしても、都区制度の根本にかかわる問題
である「都区の役割分担原則に応じた財源配分の実
現」の課題をはじめ、改めて重い課題を背負うこと
となりました。
特別区は、基礎自治体としての自覚と責任のもと
に、今後の協議に真摯に臨んでいく所存ですので、
皆様のご理解をお願いいたします。

平成18年2月16日　
特別区長会会長　　橋久二

新
し
い

学
校
教
育
と

少
子
化
対
策

1
基本
方針

その

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

2
基本
方針

その

に
ぎ
わ
い
と

活
気
の
あ
る

地
域
づ
く
り

3
基本
方針

その

主要五課題の整理に関する特別区長会会長コメント

平
成
18
年
度
施
政
方
針



（2）（2）

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
教
育
環

境
や
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
区
の
使
命
で
す
。
子
ど
も
の

成
長
段
階
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
な
事
業
を
体
系
化

し
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
教
育
改
革
の
推
進

品
川
区
小
中
一
貫
教
育
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
を

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
し
、
９
年
間
を
見
通
し

て
学
力
の
向
上
と
人
間
形
成
を
図
り
ま
す
。
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
す
る
全
国
の
自
治
体
と
共
に
「
小
中
一
貫

教
育
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
し
ま
す
。

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
、
勉
強
な
ど
に
参
加
で
き
る
「
す

ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」
を
全
小
学
校
で
展
開
し
ま
す
。

区
立
図
書
館
と
小
・
中
学
校
の
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

■
出
産
か
ら
学
齢
期
ま
で
の
子
育
て
支
援

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
「
不
妊
治
療
相
談
・
助
成
制
度
」

を
創
設
し
ま
す
。

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
「
子
ど
も
す
こ
や

か
医
療
費
助
成
」
と
あ
わ
せ
て
小
学
６
年
生
ま
で
の

「
す
こ
や
か
児
童
手
当
」
を
実
施
し
ま
す
。

土
曜
日
夜
間
の
小
児
応
急
診
療
を
開
設
し
ま
す
。

■
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
室
跡
を
改
修
し
て
保
育
園
の
定
員

を
拡
大
す
る
ほ
か
、
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
行

う
幼
保
一
体
施
設
「
の
び
っ
こ
園
台
場
」
を
開
園
し
ま

す
。区

立
幼
稚
園
７
園
で
預
か
り
保
育
を
開
始
す
る
ほ

か
、
新
た
に
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
拠

点
助
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

家
庭
で
子
育
て
し
て
い
る
方
が
育
児
の
楽
し
さ
と
心

の
ゆ
と
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
園
施
設

を
活
用
し
て
地
域
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
児
童
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

乳
幼
児
か
ら
中
学
・
高
校
生
ま
で
の
幅
広
い
年
代
が

集
い
憩
え
る
場
と
し
て
、
親
子
サ
ロ
ン
や
東
品
川
テ
ィ

ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

地
域
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
日
曜
・
休
日
に
開
館
す

る
児
童
セ
ン
タ
ー
に
八
潮
児
童
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
６

館
で
、
年
齢
を
超
え
た
子
ど
も
た
ち
の
交
流
や
父
親
を

対
象
と
し
た
集
い
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
区
の
基
本
的
な
役
割
で
す
。

■
震
災
対
策

区
民
の
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

を
計
画
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
す
べ
て
の
学
校
避
難
所

に
非
常
用
自
家
発
電
装
置
を
２
カ
年
で
設
置
し
、
停
電

時
の
電
力
を
確
保
し
ま
す
。

震
度
計
の
設
置
や
地
域
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
緊
急
放
送
設
備
の
整
備
な
ど
災
害

時
の
情
報
収
集
・
伝
達
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

危
機
管
理
室
と
防
災
課
が
連
携
し
て
国
民
保
護
計
画

を
策
定
す
る
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
や
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
事
業
所
な
ど
と
の
災
害
時
の
協

力
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
の
経
費
助

成
、
耐
震
改
修
工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
旋
を
行
い
ま

区
に
は
歴
史
と
文
化
に
由
来
す
る
地
域
固
有
の
資
源

が
あ
り
ま
す
。
交
通
の
利
便
性
も
高
く
、
魅
力
的
な
ま

ち
と
し
て
活
力
を
高
め
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
都
市
型
観
光
事
業
の
展
開

区
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
訪
問
者
が
何
度
で
も

来
た
く
な
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
即
し
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

「
旧
東
海
道
品
川
宿
周
辺
地
区
」
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
品
川
宿
の
街
並
み
・
景
観
の
整
備
と
地
域
連
携
型

モ
デ
ル
商
店
街
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

15
周
年
を
迎
え
る
し
な
が
わ
水
族
館
で
は
ア
ザ
ラ
シ

館
が
夏
に
開
館
し
ま
す
。
整
備
を
進
め
て
き
た
東
品
川

海
上
公
園
が
完
成
す
る
の
を
機
に
「
新
・
水
と
み
ど
り

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想
策
定
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
都
市
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

大
崎
駅
周
辺
地
区
で
は
、
東
口
第
三
地
区
が
19
年
１

月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
ほ
か
、
東
五
反
田
２
丁
目

第
二
地
区
、
西
口
明
電
舎
地
区
、
西
口
中
地
区
な
ど
都

市
再
生
緊
急
整
備
地
域
で
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

武
蔵
小
山
駅
東
地
区
で
都
心
共
同
住
宅
供
給
事
業
を

進
め
る
ほ
か
、
大
井
町
駅
周
辺
の
広
町
地
区
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
基
本
構
想
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
交
通
網
の
整
備

目
黒
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
仕
上
げ
に
全
力
を

挙
げ
ま
す
。
幹
線
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
補
助
１
６
３

号
線
と
２
０
５
号
線
の
整
備
を
し
ま
す
。

■
商
業
へ
の
支
援
策

商
店
街
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
店
街
連
合

会
と
大
学
な
ど
と
の
産
学
連
携
に
よ
り
、
魅
力
の
あ
る

店
を
広
告
・
宣
伝
す
る
「
品
川
の
一
番
店
発
見
」
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

■
製
造
業
の
振
興

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
製
造
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

新
た
に
「
品
川
ネ
ッ
ト
見
本
市
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
企

業
の
製
品
と
技
術
を
目
に
見
え
る
形
で
全
国
に
紹
介

し
、
受
発
注
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

■
文
化
活
動
を
支
え
る
環
境
整
備

品
川
歴
史
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ほ
か
、
特
別
展

や
「
写
真
で
つ
づ
る
品
川
区
の
六
十
年
」
と
題
し
た
巡

回
展
を
開
催
し
ま
す
。
区
が
保
管
し
て
い
る
昭
和
の
写

真
を
電
子
化
し
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
写
真
館
で
公
開
し

ま
す
。

効
果
の
高
い
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
区

内
全
域
に
拡
大
し
、「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」
や

「
ふ
れ
あ
い
健
康
塾
」
な
ど
区
民
と
協
力
し
て
行
う
介

護
予
防
事
業
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

■
地
域
密
着
型
施
設
の
計
画
的
整
備

認
知
症
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
身
近
な
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
小
山
７
丁
目
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
介
護
予
防
拠
点
を
併
設
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
開
設
し
ま
す
。

旧
都
南
病
院
跡
地
に
は
品
川
保
育
園
を
移
転
・
拡
充

し
、
高
齢
者
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
を
め
ざ
し

た
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
保
育
を
行
う
複
合
施
設
の

整
備
計
画
に
着
手
し
ま
す
。

■
福
祉
人
材
の
体
系
的
育
成

介
護
福
祉
専
門
学
校
に
通
信
教
育
に
よ
る
社
会
福
祉

士
養
成
課
程
を
開
設
し
て
総
合
的
な
福
祉
人
材
を
養
成

し
ま
す
。

環
境
問
題
は
、
未
来
の
地
球
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
全
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
環
境
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
方
・
生
活
様
式
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
環
境
情
報
活
動
セ
ン
タ
ー
の
充
実

環
境
情
報
活
動
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
区
民
環
境
記
者

に
よ
る
情
報
発
信
や
環
境
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
地

域
で
の
自
主
的
な
環
境
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

顕
彰
制
度
を
設
け
、
環
境
団
体
を
応
援
し
ま
す
。

■
温
暖
化
対
策

愛
知
万
博
で
利
用
さ
れ
た
万
博
ア
メ
ダ
ス
を
再
使
用

し
、
屋
上
緑
化
や
打
ち
水
効
果
な
ど
を
測
定
す
る
「
涼

し
さ
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
ほ
か
、
昨
年

モ
デ
ル
実
施
し
た
保
水
性
舗
装
を
商
店
街
に
活
用
し
た

「
涼
の
み
ち
整
備
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

各
家
庭
で
雨
水
利
用
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場
合
の
費

用
助
成
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

■
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

区
で
は
ご
み
の
各
戸
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

出
し
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ご
み
の
日
を
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま

す
。カ

ラ
ス
の
被
害
に
効
果
の
あ
る
黄
色
い
ご
み
袋
の
検

証
、
巣
の
撤
去
な
ど
カ
ラ
ス
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
層
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
環
境
意
識
の
啓
発
の

た
め
、
古
紙
な
ど
回
収
し
た
資
源
が
選
別
さ
れ
、
再
生

世
論
調
査
に
よ
る
と
88
％
を
超
え
る
区
民
が
区
に
住

み
続
け
た
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
生
活
の
利

便
性
の
良
さ
や
、
保
育
・
教
育
の
環
境
の
充
実
、
生
活

安
全
対
策
な
ど
が
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

■
防
犯
意
識
の
啓
発

最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
や
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
住
宅
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
々
の
地
域
で
の
生
活
を
総
合
的
に
支

援
し
て
い
く
「
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
」
の

整
備
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
「
障
害
者
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
地
域
で
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
く
に
は
、
区
民
相
互
の
助
け
合
い
や
ふ
れ
あ
い
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。

■
団
塊
の
世
代
の
地
域
活
動
へ
の
支
援

社
会
参
加
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
し
な
が
わ
シ
ニ
ア
ネ

ッ
ト
」
の
設
立
準
備
と
関
ヶ
原
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
跡
を

そ
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
・
協
力
の
し
く
み
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

■
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
公
園
な
ど
の
遊
具
や
安
全
度
を
点

検
す
る
「
あ
る
あ
る
点
検
隊
」
を
始
め
る
ほ
か
、
み
ど

り
と
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
地

域
の
人
材
を
み
ど
り
の
協
力
員
と
し
て
育
成
し
ま
す
。

■
国
際
交
流

今
年
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
と
の
友
好
憲
章
締
結
15
周
年

に
当
た
り
公
式
親
善
訪
問
団
の
派
遣
や
青
少
年
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
実
施
す
る
な
ど
、
恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め

た
市
民
相
互
の
国
際
理
解
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
地
域
情
報
化

開
局
10
周
年
を
迎
え
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
品
川
は
、

地
域
密
着
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
視
聴
可
能
世
帯
は
７
割

を
超
え
て
お
り
、
視
聴
困
難
地
域
解
消
の
た
め
の
基
盤

整
備
と
、
新
し
い
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い

子
育
て
の
楽
し
さ
を

ひ
ろ
げ
る
プ
ラ
ン

1

安
心
・
安
全
を

高
め
る
プ
ラ
ン

2

活
力
と
魅
力
を

創
造
す
る
プ
ラ
ン

3

一
人
ひ
と
り
の
住
み
よ
さ

を
高
め
る
プ
ラ
ン

6
区
民
と
と
も
に

歩
む
プ
ラ
ン

7

環
境
と
の

共
生
を
め
ざ
す
プ
ラ
ン

5

第三次長期基本計画の 

に沿って重点的に取り組んでいきます 

品川プラン 
七つ 
 

の 

●
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
●



ひきこもり家族教室
3月23日e午後2時30分～4時30分
ひきこもりでお悩みの家族
電話で大井保健相談所（大井2－27

－2013772－2666）へ

介護者の会
どう変わる？介護保険
3月25日g午後1時30分～3時30分
荏原特別養護老人ホーム

（荏原2－9－6）
在宅で高齢者を介護している方
3月23日eまでに電話で成幸在宅介護

支援センター13786－3719へ

介護者教室
3月18日g午後2時～4時
大崎第二区民集会所（大崎2－7－13）
介護保険制度の改正について　
20人（先着）
3月17日fまでに電話で大崎在宅サー

ビスセンター13779－2981へ

認知症ケアＱ＆Ａ
今、困っていることを話し合おう
3月27日b午後1時～3時　
20人（先着）
電話で、西大井在宅サービスセンタ

ー（西大井2－4－415743－6125）へ

呼吸器リハビリ教室
4月13日e・17日b・27日e、5月2日

c午後2時30分～4時30分（全4回）
荏原文化センター（中延1－9－15）
効率のよい酸素の取り入れ方、腹式

呼吸などの実技講習
18歳以上で気管支ぜん息など慢性呼

吸器疾患の方と家族80人（抽選）
3月31日f（必着）までにはがきで教

室名、住所、氏名、年齢、電話番号を健
康課公害補償係（0140－8715品川区役
所15742－6747）へ

日曜臨時窓口を開設します
3月26日a午前9時～午後5時
区民税・国民健康保険料・介護保険

料の支払い・相談・口座振替の申し込み
税務課（本庁舎4階15742－6671）

国保年金課（本庁舎4階15742－6679）
高齢福祉課（本庁舎3階15742－6681）
※出入り口は、本庁舎3階正面玄関のみ。

国民年金保険料を口座振替で
前納するとお得です
口座振替で前納すると、現金払いより割
引額が増えます。18年度分の年金保険料
の前納を希望する方は3月中に社会保険
事務所へ登録してください。
品川社会保険事務所13494－7831

国民健康保険医療費を
お知らせします
今後の健康づくりに役立てていただくた
め、国民健康保険の加入者に、17年7～
12月に医療機関や柔道整復師（接骨師）
で受診したときの総医療費と施術費をお
知らせします（月額10,000円未満、医療
機関などからの請求が遅れている場合を
除きます）。通知は3月下旬ごろお届けし
ますが、特に手続きは必要ありません。
国保年金課給付係15742－6677

幼保一体施設｢のびっこ園台場｣
入園説明会
のびっこ園台場は0歳から就学前までの
一貫した教育・保育を提供します。
3月17日f午後5時～6時30分
当日、台場幼稚園（東品川1－8－

30）へ
保育課保育計画係15742－6723

18年度心身障害者
福祉タクシー利用券・
自動車燃料費助成券の交付
17年度に交付した方で次に該当する方に
は、17年度に交付した券と同じものを3
月下旬に郵送します。窓口での交付や17
年度と別種の券の交付を希望する方は、
3月15日dまでに電話かFAXでご連絡く
ださい。17年度に交付を受けていない方
で該当する方は、品川区社会福祉協議会
へ申請してください。
次のすべてに該当する方

（1）区内在住で障害の程度が次のいずれ
かに該当する方
①下肢・体幹障害1～3級②視覚障害1級
③内部障害1級④愛の手帳1・2度
（2）所得が基準額以内の方

交付数／福祉タクシー利用券＝1カ月500
円券3枚と100円券8枚
自動車燃料費助成券＝1カ月500円券4枚
3月24日fから身体障害者手帳か愛の

手帳を持って品川区社会福祉協議会（大
井1－14－115718－7171）へ
障害者福祉課障害者福祉係

（15742－6707Fax3775－2000）

石綿による
健康被害を受けた方へ
石綿による健康被害の認定・給付申請に
必要な「戸籍記載事項証明」「住民票の
写し」、そのほか各種行政証明の交付手
数料が免除になります。
取り扱い場所／戸籍住民課（本庁舎3階）
※地域センター、サービスコーナーでは
取り扱いません。
戸籍住民課戸籍証明係15742－6659

さわやかサービス協力会員の
募集説明会
高齢者や障害者に対し、家事を支援して
くださる方（有償）を募集しています。
3月22日d午後2時～3時30分

※入会希望の方は、①上半身の写真2枚
（縦4cm×横3cm）②年会費1,000円③郵便
貯金通帳（本人名義）を持参。
18歳以上の方
当日、社会福祉協議会（大井1－

14－1）へ
さわやかサービス15718－7173問

参会
人

日

問

問

申

人

問

参会
日

問

問

問会

内
日

申

人

内
会

日

申会
人
日

申
人
内
会
日

申
人

会
日

申会
人
日

（3）

あ な た と 区 と の

お知らせ健康
平成18年（2006）3.11

H O T L I N E

診療時間　午後７時 30分～午後 10時 30分 

月～金曜日 
荏原医師会附属診療所 
（15歳未満） 

中　　延 2－ 6 － 5　荏原医師会館内 
13783－2355

小 

平日夜間 

● 品川区テレホンサービス 13777─ 1135 ※重病の方は 119番をご利用ください 。 
東京都保健医療情報センタ ー （ ひまわり ） ………………………… 15272－ 0303
品川消防署 …………… 大井消防署 …………… 13765－ 0119
荏原消防署 …………… 東京消防庁 …………… 13212－ 2323

医療機関 
の 24時間 
案　　内 

休日昼 間 ・ 夜間 診療時間　午前９時～午後10時 固定診療所 

3月 
12日（日） 
19日（日） 

3月12日 
（日） 

3月19日 
（日） 

品川区医師会休日診療所 
荏原医師会休日診療所 

北 品 川 3－ 7 －25 
中　　延 2－ 6 － 5　荏原医師会館内 
 

13450－7650 

13783－2355

内 小 
内 小 

おりしきみつるクリニック 
ライオン目黒駅前歯科 
林歯科医院 
みやび接骨院 
武石接骨院 

東 大 井 2－19－11 
上 大 崎 3－ 1 － 7 
戸　　越 3－ 2 － 8 
西 大 井 3－13－15 
豊　　町 2－17－ 8

15762－2789 
13473－6721 
13787－8482 
15742－3450 
13781－4450

内 小 

診療時間　午前９時～午後５時 

歯 
歯 
骨 
骨 

石井診療所 
祖父江歯科クリニック 
中澤歯科医院 
なつ整骨院 
かとう整骨院 

南 大 井 4－ 5 － 6 
上 大 崎 4－ 4 － 9 
戸　　越 2－ 5 － 1 
東五反田 1－18－ 5 
旗 の 台 3－10－ 1

13761－5477 
13493－6018 
13784－1511 
13444－3472 
15750－3525

内 小 
歯 
歯 
骨 
骨 

休日昼間 

内科 小児科 歯科 接骨 内 小 歯 骨 

※行く前に必ず電話連絡を 。 健康保険証を忘れず に ！ 診療所 応急 

13474－ 0119
13786－ 0119

■
学
校
教
育
施
設
の
整
備

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全

区
６
校
構
想
に
基
づ
き
18
年
度
は
荏
原
西
地
区
で
平
塚

小
学
校
と
平
塚
中
学
校
の
小
中
一
貫
校
建
設
の
設
計
に

着
手
し
、
22
年
度
の
開
校
を
め
ざ
し
ま
す
。
19
年
度
以

降
は
品
川
地
区
、
荏
原
東
地
区
、
八
潮
地
区
で
の
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

校
舎
の
改
築
で
は
第
二
延
山
小
学
校
は
12
月
、
小
山

小
学
校
は
19
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
、
新
た
に
第
一
日

野
小
学
校
と
第
三
日
野
小
学
校
の
改
築
設
計
に
入
り
ま

す
。
第
一
日
野
小
学
校
は
、
日
野
中
学
校
跡
地
に
移

転
・
改
築
し
、
合
わ
せ
て
五
反
田
文
化
セ
ン
タ
ー
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
新
し
く
し
て
同
校
に
設
置
し
ま
す
。

す
。戸

越
公
園
周
辺
地
区
の
不
燃
化
の
促
進
や
豊
町
地

区
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
す
る
ほ
か
、
５
カ
所

の
橋
の
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
型
水
害
を
防
止
す
る
た
め
、
新
た
に
目
黒
川

右
岸
低
地
部
の
排
水
施
設
整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、

戸
越
銀
座
周
辺
地
区
の
貯
留
管
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

■
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

地
域
の
協
力
者
と
と
も
に
子
ど
も
を
守
る
「
近
隣
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
を
私
立
小
学
校
に
通
学
し
て

い
る
児
童
に
も
広
げ
ま
す
。
小
・
中
学
校
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
学
校
の
安
全
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

図
書
館
利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め
、
品
川
・
荏
原

の
両
図
書
館
を
年
末
に
開
館
し
ま
す
。

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
が
日
ご
ろ
の
健

康
づ
く
り
に
励
む
と
と
も
に
、
必
要
な
時
に
は
安
心
し

て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

区
は
、
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
予
防

品
に
な
る
ま
で
を
区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
取
材
・
紹
介
す

る
「
資
源
追
っ
か
け
隊
」
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
緑
化
の
推
進

東
品
川
海
上
公
園
が
全
面
開
園
し
、
水
と
緑
を
兼
ね

備
え
た
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
ま
す
。

立
会
川
の
護
岸
緑
化
は
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

緑
を
増
や
す
試
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

■
電
子
区
役
所
の
推
進

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
ほ
か
、
行
政
手

続
き
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

■
行
政
改
革
の
取
り
組
み

民
間
活
力
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
具
体
策
と
し
て

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
の
導
入
に
取
り
組
む
ほ
か
、
指
定

管
理
者
の
評
価
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
齢
期
も

笑
顔
が
輝
く
プ
ラ
ン

4
のたより税

税務署は、土・日は休みですが、申告書は郵
送か税務署の時間外収受箱に提出できます。
●税理士のニセモノにご注意を
●17年分の個人事業者の消費税・地方消費税
の申告・納税期限は3月31日Fです
15年分の課税売上高が1,000万円を超えた方
は、17年分の消費税の申告が必要です。
●所得税、個人事業者の消費税・地方消費税
の納税には、口座振替をご利用ください
17年分の口座振替日は所得税が4月20日e、
消費税・地方消費税が4月27日eです。

17年分所得税・贈与税の申告と
納税の期限は、3月15日Dです

 
 
0人 
1人 
2人 
3人 
4人 

　　 所得制限基準額 
   20歳以上 
3,604,000円 
3,984,000円 
4,364,000円 
4,744,000円 
5,124,000円 

 
   20歳未満 
6,287,000円 
6,536,000円 
6,749,000円 
6,962,000円 
7,175,000円 

扶養親族 
の数 

※20歳以上の方は本人、20歳未満の方は生計
中心者の所得です（3～6月の申請者は16年、
7月～19年3月の申請者は17年の所得）。 
※表の金額は所得控除後のものです（この表
の金額に加算できるものもあります）。詳しく
はお問い合わせください。 

・相談／
品川税務署　　　　　　13443－41718
荏原税務署
所得税・個人消費税　13783－6182
譲渡・贈与　　　　　13783－5362
税金の納付　　　　　13783－5381
東京国税局税務相談室　13821－9080

問

●確定申告期に多いQ＆A
Q 所得税の確定申告書の用紙
はどこでもらえますか？
A 税務署のほか、区役所や地
域センターの窓口にもあり
ます。また、国税庁ホーム
ページhttp://www.nta.go.jpで
作成した確定申告書を紙で提
出することもできます。
Q 申告書の提出は郵送でもで
きますか？
A 郵送でも受け付けます。申
告書の控えに税務署の受付印
が必要な方は、控えに住所・
氏名などをボールペンで記載
し、切手をはった返信用封筒
を同封してください。

=日時・期間　 =費用・料金　 =参加方法 =申込方法　 =会場　 =内容　 =対象・定員　 =問い合わせ問人内会申参¥日



■少年少女武道教室
各3,300円（保険料込）
3月22日dまでに、往復はがきかFAX

で教室名、住所、氏名、電話番号、学
校、新学年を各会場へ　
※通年の教室で継続可能。

■空手道教室
4月4日～8月29日の火曜日

午後7時30分～8時30分（全21回）
※通年の教室で継続可能。
総合体育館
16歳以上の方30人（抽選）
9,900円（保険料込）
3月22日dまでに往復はがきかFAXで

教室名、住所、氏名、年齢、電話番号
をスポーツ協会へ

■社交ダンス初心者教室
4月4日～7月25日の火曜日

午後6時30分～8時30分（全16回）
東品川文化センター

（東品川3－32－10）
モダン・ラテンの基本と初歩ステップ
20歳以上の初心者男女各30人（抽選）
6,400円
3月22日dまでに、はがきで教室名、

住所、氏名、年齢、電話番号をスポー
ツ協会へ

■初心者トレーニング講座

体力測定とトレーニングの紹介
15歳以上の方各5人（先着）
各500円（入館料）

持ち物／運動ができる服、室内用運
動靴、タオル

電話で品川健康センター（北品
川3－11－2215782－8507）へ
申会

￥
人
内

申
￥
人
内

会

日

申
￥
人
会

日

申
￥

■硬式テニスクラブ対抗戦
・試合方法／4月9日a＝リーグ戦

30日a＝順位別トーナメント戦
※午前8時45分から受け付け。
しながわ区民公園（勝島3－2）
ダブルス（男子・女子・ミックス各

1組の団体戦）
品川区テニス連盟加入か区内在住・

在勤の12チーム（先着）
1チーム12,000円

※連盟加入チームは9,000円。
主催／品川区テニス連盟
3月30日eまでに費用を持ってスポ

ーツ協会へ

■スクーバダイビング教室

※①②の日程は後日調整。
※①の前にDVD、テキストの自宅学習
が必要です。
※講習を修了し、テストに合格すると
PADIのゴールドカード（世界中で認定）
が取得できます。
15歳以上の健康な方各コース5人

（抽選）
※50歳以上の方は健康診断書を提出。
各コース59,900円

※カード申請料、海洋実習地への往復
交通費などは自己負担。
3月25日gまでに、往復はがきかFAX

で教室名、希望コース、住所、氏名、
年齢、電話番号をスポーツ協会へ

■田植え体験とマス釣り
品川＆早川ふるさと交流
5月13日g午前7時30分～14日a午後

5時30分（1泊2日、区役所集合・解散、
往復バス）
宿泊／町営ヘルシー美里
41人（抽選）

※小学生以下は親子で参加。
10,000円、小学生以下6,000円

（交通費・宿泊費込）
3月20日b（必着）までに、はがき

かFAXで参加者全員の住所・氏名・年
齢・性別・電話番号を区民課市町村交
流担当（0 140－8715品川区役所
15742－6856 Fax5742－6877）へ

■五反田星の会
①少年少女コース
4月～19年3月の第4土曜日

午後1時～3時（全12回）
四季の星座の話、天文工作ほか
小学2年～中学生48人（抽選）

②天文講座コース
4月～19年3月の第4土曜日

午後6時30分～8時30分（全12回）
天文基礎講座、天体観測ほか
16歳以上の方48人（抽選）
2,000円（教材費別）

―――――― 共　　通 ―――――
3月21日-（必着）までに往復は

がきでコース名、住所、氏名、年齢
（①は新学年も）、電話番号を五反田文
化センター（0141－0031西五反田6－
5－113492－2451）へ

申会

￥
人
内

日

人
内

日

申

￥

人

日

申

￥

人

申

￥

人

内
会

日
■環境学習講座
①炭のある暮らし（全2回）

※23日が雨天の場合は29日-。
炭についての話、炭作り体験
全回参加できる小学4年生以上のお

子さんと親30人（抽選）
260円（保険料込）

②木の実の五月人形つくり

4月15日g午後1時～3時
環境情報活動センター
30人（抽選）

※小学生以下は保護者同伴。
180円（保険料込）

―――――― 共　　通 ―――――
3月24日fまでに往復はがきで①か

②の講座名、住所、氏名、年齢、電話
番号を環境情報活動センター（0140－
8715品川区役所15742－6533）へ

■品川歴史館企画展
すごろく～ふりだしから広がる世界
3月18日g～4月23日a

午前9時～午後5時
（入館は4時30分まで。月曜・祝日は休館）
100円、小・中学生50円

（70歳以上の高齢者、障害者、区立小・
中学生は無料）

品川歴史館
（大井6－11－113777－4060）
※3月14日c～17日fは展示替えのため
臨時休館します。

■春季短歌大会　作品募集
4月30日a午後0時30分～4時
荏原文化センター（中延1－9－15）
講演と最優秀作の発表、表彰

選歌方法／選者と参加者の互選
選者／神作光一（日本歌人クラブ会長）
中学生以上の方
1,000円（中高生500円）
3月31日fまでに住所、氏名、年齢、

電話番号、所属団体と未発表の自作の
雑詠一首（原稿用紙に縦書き）、費用
（定額小為替）を、生涯学習課社会教育
係か品川区短歌連盟・尾崎昭子（0141
－0031西五反田6－17－33）へ郵送

申
￥
人

内
会
日

問会

￥

日

申

￥

人
会
日

￥

人
内

■「いきいきカラオケ広場」で
仲間づくり・健康づくり
～登録グループ募集
高齢者のグループが、カラオケルーム
を無料で利用できます。
月～金曜日午後2時～5時

（祝日を除く）
ビッグエコー五反田店（五反田駅

前）、蒲田駅前店（蒲田駅西口）
※登録カードは、五反田店・蒲田駅前
店とも共通で使用できます。
登録期間／4月1日～19年3月31日
60歳以上の区内在住者で構成された

5人以上のグループ
室料は無料、飲食代は自己負担

※施設内への飲食物の持ち込みはでき
ません。
はがきに「カラオケ広場」とし、グ

ループ名、代表者の氏名・電話番号、
全員の住所・氏名・生年月日を高齢事
業課いきいき事業係（0140－8715品川
区役所15742－6733）へ
※受け付け後、登録カードを郵送します。

■メイプルセンターの講座
①話そう韓国語
4月7日～6月23日の金曜日

午後3時45分～5時45分（全11回）
多少の会話ができる方8人（先着）
29,700円（テキスト代別）

②藤沢周平の世界
4月10日～6月5日の月曜日

午後1時30分～3時（全6回）
20人（先着）
10,000円

―――――― 共　　通 ―――――
電話でメイプルセンター（西大井

駅前13774－5050）へ
申会

￥
人

日

￥
人

日

申

￥

人

会

日

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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3.11 第1585号

次号 予告 3月21日号
平成18年（2006）

✐地域センター特集
✐シルバー大学学生募集
✐総合体育館トレーニン　
グ室利用案内

品川区

品川区は、サービス精神、
チャレンジ精神、新感覚
でイメージアップ運動を
進めています。

◆スポーツ◆

◆講座ほか◆

3月19日a

午後1時30分～3時
出演／品川クラシック音楽
協会
曲目／サン・サーンス「ハ
バネラ」ほか

当日、中小企業センター
3階レクホール（西品川1－28
－313787－3041）へ

参会

日

第119回  
しながわ 

日曜コンサート 

 
しながわ 

日曜コンサート 

教室名    日時（全14回）　 会場 

空手道 

剣　道 

柔　道 

4／11～7／11 
火曜日 
18:30～19:30  
4／12～7／19 
水曜日 
16:00～18:00   
 4／6～7／13 
木曜日 
17:00～19:00  
4／13～7／20 
木曜日 
18:30～19:30 
 4／5～7／12 
水曜日 
18:30～19:30

総合 
体育館 

総合 
体育館 

戸越 
体育館 

戸越 
体育館 

小・中学生 
30人 

小・中学生 
30人 

小・中学生 
15人 

小・中学生 
30人 

小・中学生 
20人 

対象・定員 
（抽選） 

①学科講習 
※テストあり 

②プール講習 

③海洋実習 

日曜日 7時間 

土曜日 7時間 

Aコース 
5／6G・7A

Bコース 
5／20G・21A

スキューバプ
ロショップ大
井町（アトレ
大井町7階） 
午前9時伊豆
急行「富戸」
集合、午後5
時現地解散 
（1泊2日） 

4／22G
13:00～15:00

4／23A
10:30～14:00

環境情報活動センター 

しながわ区民公園 
（勝島3－2） 

特集 しながわショーケース
しながわのものづくりと、それにかかわる
人々を紹介します。

●しながわ逸品館
●勝手にグランプリ
●区長談話　　　ほか

区内施設、東京都書店商
業組合品川支部加盟店で
無料配布しています。
広報広聴課

15742－6644
問

できました 

しながわ グラフ 第27号が  

（1） 
3／27B

（2） 
28C

（3） 
29D

（4） 
30E

（5） 
31F

①午前10時～11時30分　②午後1時～2時30分 

3月16日e午前10時から
ＪＡＳ有機・特別栽培などの安

心で安全な旬の新鮮野菜・果物な
どの販売、食に関する啓発パネル
展示、リサイクル製品の展示販売
共催／品川区消費者団体連絡会

消費者センター
（大井1－14－115718－7181）

問会

内

日

マイバッグ（買い物袋）を
ご持参ください

ミニ青空市

●費用の記載のないものは無料
●対象は原則として区内在住・在勤・在学の方

■生涯学習課 Fax5742－6585・6893
0140－8715  広町2－1－36 第二庁舎7階
●スポーツ係 15742－6838
●学習推進係 15742－6837
●社会教育係 15742－6835・6

■品川区スポーツ協会・総合体育館
受付時間: 午前9時～午後7時 ※土・日・祝は5時まで
0141－0001 北品川5－6－11
4月からは0141－0022東五反田2－11－2
13449－4400 Fax3449－4401

■戸越体育館
0142－0042 豊町2－1－17
13781－6600 Fax3781－6699

問い合わせ

=日時・期間　 =会場・場所　 =費用・料金　

=内容　　　　 =参加方法　　 =対象・定員

=申込方法　　 =問い合わせ　　　　　問申

人参内

¥会日




